
  

 

■1 年生が履修できる科目は 1 年の列に表示されている科目のみ（上級生は下級生の科目を履修可能）。 

■卒業に必要な学部固有科目単位数は 88 単位 

（国際学科：必修 52 単位+選択必修 22 単位+選択科目 14 単位、言語文化学科：必修 50 単位+選択必修 22 単位+選択科目 16 単位） 

■必修科目は卒業までに必ず合格して単位を修得する必要がある。不合格となった場合は翌年再履修する必要がある。 

■「世界の言語プログラム」から 30 単位、「学部固有科目」から 58 単位を卒業までに必ず修得する必要がある。 

■所属する専攻・専修により、区分ごとで必要な単位数が異なるため、「所属専攻」の学部固有科目一覧であることを

確認して履修登録を行う必要がある。 

■各区分の必要単位数を超えて修得した単位は、選択科目 16 単位にカウントする。選択科目の単位を超えて修得した

単位はフロート単位にカウントする。 

■学部固有科目の他に、全学共通科目 24 単位、フロート単位 12 単位を修得する必要がある。 ※学生便覧 p.●参照 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

  

 

 

 

 

 

１．国際学部固有科目について  
 

「国際学部固有科目」とは、国際学部生のために開講される科目です。 

“世界の言語プログラム”及び“所属専攻の学部固有科目一覧表”の中から、履修する科目を選択し、卒業ま

でに必要な単位を計画的に修得する必要があります。 

必要な科目には一定のルールがあります。以下内容を確認し、よく理解しましょう。 

世界の言語プログラム 

卒業までに必ず修得する必要がある。 

 
《1 年生春学期の対象科目》 6 科目（6 単位） 
英語（必修①）  

・Reading and DiscussionⅠ 

・Academic WritingⅠ 

・PresentationⅠ 

・Listening and SpeakingⅠ 

第二外国語（必修②） 

・第二外国語入門ⅠA 

・第二外国語入門ⅡA 

必修科目 

指定された複数の科目から選択し

て必ず決まった単位数を修得する

必要がある。 

 
《対象科目》 
国際学科・言語文化学科英米学専攻（選択必修①） 

・世界の言語プログラム（展開） 

・海外留学プログラム 

言語文化学科言語文化専攻（選択必修①） 

・第二外国語応用Ⅰ～Ⅳ※ 

 ※最短で 3 年次から履修可能な科目です。 

選択必修科目 

この区分の単位を修得した場合は

「選択科目」に含まれる。 

 
言語文化学科言語文化専攻のみ 

世界の言語プログラム（展開）、海外留学プログラム

の単位を修得した場合は、直接選択単位としてカウ

ントされます。 

選択科目 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部固有科目一覧 

卒業までに必ず修得する必要がある。 

 
《1 年生春学期の対象科目》 3 科目（6 単位） 
共通基礎（必修③）  

・入門ゼミ 

専攻基礎（必修④）  
専攻によって異なる：国際人文学専攻なら以下 

・哲学・人間学入門Ⅰ 

・世界史概論Ⅰ 

必修科目 

指定された複数の科目から選択して必ず

決まった単位数を修得する必要がある。 

 
《1 年生春学期の対象科目》 
専攻によって異なる：国際人文学専攻なら以下 

他専攻基礎（選択必修②） 
・政治学入門 

・国際開発入門 

・国際協力入門 

・国際経済学入門Ⅰ（ミクロ経済学） 

・国際経営学入門Ⅰ（組織・戦略） 

・ことばの仕組み 

・異文化理解概論 

・英語学概論 

・英語圏文学概論 

選択必修科目 

卒業までに国際学科は 14 単位、言語文

化学科は 16 単位選択して修得する。 

 
《1 年生春学期の対象科目》 
履修推奨科目は特にありません。 

選択科目 

選択必修の必要単位数を超えて修得し

た単位は、選択科目の単位としてカウン

トする。 

 

選択科目の必要単位数を超えた場合は、

フロート単位としてカウントする。 



 

１. 卒業までの履修計画を確認する 

・卒業には 124 単位が必要です。 

・1 セメスターで登録できるのは最大 24単位です。履修登録は年 2 回（春・秋）あります。 

・集中講義は、各セメスターで 1 科目だけ、24 単位の上限に含めず追加で登録できます。 

・3～4 年生は就活や卒業研究で忙しくなります。1～2年生のうちにできるだけ単位を取っておきましょう。 

・英語/第二外国語の必修科目、入門ゼミなどは、学科・専攻で曜日や時限が異なる場合があります。履修登録画面

で曜日・時限を必ず確認し、取りこぼしがないようにしましょう。 

・授業内容はシラバスで確認してください。 

・一部の科目は定員があります。希望者が多いと抽選になることがあります。 

 

２. 国際学部固有科目について理解する 

卒業までに必要な 124 単位のうち、88 単位を国際学部固有の科目から修得する必要があります。内訳は、学科・

専攻によって異なりますので、学生便覧でよく確認してください。 

 
 

■必 修 科 目 卒業までにすべての科目を修得する必要があります。 

■選択必修科目 決められた科目群から複数科目選択し、必要単位数を修得する必要があります。 

■ 選 択 科 目 展開科目から選択して修得するほか、選択必修科目の必要単位数を超えて単位を修得した場合も、

選択科目の修得に必要な単位数として計上されます。  

 

３. 全学共通科目について理解する 

学部固有の専門的な科目だけでなく、総合的な知識を身につける教養科目の修得が必要です。卒業までに必要な

単位数のうち、24 単位は全学共通科目から修得する必要があります。学部固有科目と同様に、各科目群によって

最低限修得が必要な単位数が決められています。 

 

４. フロート単位について理解する 

全学共通科目と学部固有から自由に選択し、履修・修得する単位のことです。卒業要件を満たすために決めら

れた単位数を修得しなければなりません。フロート単位として算入される単位は、下表の通りです。 

区分 フロート単位として算入される単位 

全学共通 選択科目の卒業要件（所要単位）を超過した単位 

学部固有 選択科目の卒業要件（所要単位：14 または 16 単位）を超過した単位 

 

２．時間割作成のポイント 



 

 

履修登録例：国際学科国際関係専攻の学生 
 

 月 火 水 木 金 

 

1 

限 

★フランス語入門ⅡA 

（1） 

★入門ゼミ 

（2）  

★Readinｇ and 

DiscussionⅠ 

（1） 

 

★Academic 

WritingⅠ 

（1） 

 

2 

限 

★フランス語入門ⅠA 

（1） 

▲卓球 

（1）  

★Listening and 

SpeakingⅠ 

（1） 

ことばと文化 

（2） 

★PresentationⅠ 

（1） 

 

3 

限 

社会学 

（2） 
 

生物学 

（2） 

●ことばの仕組み 

（2） 

●実用第二外国語

初級Ⅰ 

（1） 

 

4 

限 

★国際開発入門 

（2） 
  

★政治学入門 

（2） 

★国際協力入門 

（2） 

学部固有科目 全学共通科目 

 

履修登録例：言語文化学科英米学専攻の学生 
 月 火 水 木 金 

 

1 

限 

★ドイツ語入門ⅠA 

（1） 

★Readinｇ and 

DiscussionⅠ 

（1） 

 

★Academic 

WritingⅠ 

（1） 

 

 

2 

限 

★ドイツ語入門ⅡA 

（1） 

★Listening and 

SpeakingⅠ 

（1） 

▲バトミントン 

（1） 

★PresentationⅠ 

（1） 
 

 

3 

限 

社会学 

（2） 

★入門ゼミ 

（2） 

化学 

（2） 

★英語圏文学概論 

（2） 

現代社会とスポーツ 

（2） 

 

4 

限 
 

●Pronunciation 

Workshop 

（1） 

●英語資格Ⅰ 

（1） 

★英語学概論 

（2） 

●国際協力入門 

（2） 

学部固有科目 全学共通科目 

 

※世界の言語プログラムの必修科目（★が付いている英語・第二外国語科目）は、あらかじめ登録されています(自身で登録

する必要はありません)。ただし、英語科目はガイダンス後の面談によりクラス（班）が確定するため、履修登録画面に表示

されている科目から変更される可能性があります。 

※履修する第二外国語は、履修登録の画面に表示されていますので、確認してください。 

※入門ゼミは、専攻によって開講する曜日時限が異なります。履修登録画面に表示されている授業を履修することができ

るので、各自で確認してください。 

 

大学の時間割は自分で作成する必要があります。以下手順に沿って、自分の時間割を作成しましょう。 

1 年生春学期に履修登録できる最大単位数は、24 単位です。 

 
学科・専攻・班によって時間割が異なりますので、注意してください。 

 



5. 時間割を組み立てる 

時間割作成の優先順位は次のとおりです。教室は CHUKYO ALBO から確認することができます。初回授業まで

に各自で確認してください。 

① 教務センターが履修登録を行う科目 
 

以下の科目はあらかじめ履修登録されています。履修登録時に確認し、登録がされていない場合は教務センターに

申し出てください。 

〇世界の言語プログラム（英語） 4 単位分 

・Readinｇ and DiscussionⅠ ：（国際学科）水曜 1 限 or2 限、 （言語文化学科）火曜 1 限 or2 限 

・Listening and SpeakingⅠ ：（国際学科）水曜 1 限 or2 限、 （言語文化学科）火曜 1 限 or2 限 

・Academic WrithingⅠ  ：（国際学科）金曜 1 限 or2 限、 （言語文化学科）木曜 1 限 or2 限 

・PresentationⅠ  ：（国際学科）金曜 1 限 or2 限、 （言語文化学科）木曜 1 限 or2 限 
 

〇世界の言語プログラム（第二外国語） 2 単位分 

・第二外国語入門ⅠA  ：月曜 1 限 or2 限 

・第二外国語入門ⅡA  ：月曜 1 限 or2 限 

 

② 学部固有必修科目（★） 
 

〇共通基礎科目 
入門ゼミ ：専攻によって開講する曜日時限が異なります。履修登録画面に表示されている授業を履修することがで

きるので、各自で確認してください。抽選に漏れた場合は、別の曜日時限や別の先生のクラスを再度履

修登録してください。 
 

〇専攻基礎科目 

自分の専攻の科目を登録してください。専攻によって開講年次が異なる場合があります。 

国際人文学専攻    国際関係専攻 

・哲学・人間学入門Ⅰ    ・政治学入門 

・世界史概論Ⅰ     ・国際開発入門 

      ・国際協力入門 

ビジネス専攻    言語文化専攻 

・国際経済学入門Ⅰ（ミクロ経済学）   ・ことばの仕組み 

・国際経営学入門Ⅰ（組織・戦略）   ・異文化理解概論 

英米学専攻 

・英語学概論 

・英語圏文学概論 
 

③ 学部固有選択必修科目（●） 
 

〇他専攻基礎科目 

自分が所属する専攻以外の科目を選択してください。4 単位修得が必要ですが、春・秋の組み合わせは自由です。 
 

○世界の言語プログラム（展開） ※言語文化専攻の学生は選択必修には含まれません。 

卒業までに 6単位修得する必要があります。1年次から履修可能な科目もあるため、希望する場合はシラバスをよ

く確認して選択してください。 

希望者多数の場合には抽選により履修できない場合があります。 
 

④ 全学共通科目〈スポーツ・健康（▲）〉 
スポーツ・健康は 1 セメスターに１科目しか履修登録できません。 

スポーツ実技科目は複数の曜日時限で開講しています。希望者多数の場合には抽選により履修できない場合があ

ります。 
 

⑤ その他 
履修登録制限単位の 24 単位（または 23 単位）まで、学部固有科目と全学共通科目を組み合わせて選択します。 

 
 

6. 履修登録を行う 

履修計画表ができたら、それを基に履修登録を行います。一次及び二次登録は抽選漏れとなる場合があります。

抽選結果を確認し、抽選漏れなどで履修できなかった科目があれば、追加の履修登録を行ってください。なお、修

正期間で登録する科目に抽選はありませんので、登録ができれば履修が確定します。 



３．国際学部固有科目 注意事項 
 

 

■世界の言語プログラムの履修について 

世界の言語プログラムは、各科目が積み上げ科目となっています。世界の言語プログラム（英語）は、Ⅰ修得後

にⅡが履修でき、Ⅱ修得後にⅢが履修でき、Ⅲ修得後にⅣが履修できます。世界の言語プログラム（第二外国語）

は、入門ⅠA・ⅡA 修得後に入門ⅠB・ⅡB が履修でき、入門ⅠB・ⅡB 修得後に基礎ⅠA・ⅡA が履修でき、基礎Ⅰ

A・ⅡA 修得後に基礎ⅠB・ⅡB が履修できます。各科目において、前段階の科目の単位取得ができなかった場合は、

次の段階の科目を履修することはできず、未修得科目の再履修が必要です。 

 

■留学に関する科目について 

 国際学部では学部独自で実施する留学プログラムが行われます。希望する場合は、自身で履修登録する必要があ

ります。また、科目によって行き先、研修期間、研修にかかる費用などが異なりますので、履修する際は、事前の

説明会や初回授業での説明をよく確認してください。天災事変その他やむを得ない事由により、渡航プログラムの

中止 を学部で判断することがあります。また、予告なしにプログラム内容が変更となる場合があります。 

 

時限 項目 月 火 水 木 金 

 
 

1 限 

科目名      

（単位数）  （ ）   （ ）   （ ）   （ ）   （ ）  

【教員名】 【   】 【   】 【   】 【   】 【   】 

 
 

2 限 

科目名      

（単位数）  （ ）   （ ）   （ ）   （ ）   （ ）  

【教員名】 【   】 【   】 【   】 【   】 【   】 

 
 

3 限 

科目名      

（単位数）  （ ）   （ ）   （ ）   （ ）   （ ）  

【教員名】 【   】 【   】 【   】 【   】 【   】 

 
 

4 限 

科目名      

（単位数）  （ ）   （ ）   （ ）   （ ）   （ ）  

【教員名】 【   】 【   】 【   】 【   】 【   】 

 
 

5 限 

科目名      

（単位数）  （ ）   （ ）   （ ）   （ ）   （ ）  

【教員名】 【   】 【   】 【   】 【   】 【   】 

 

 
集中

講義 

科目名      

（単位数）  （ ）   （ ）   （ ）   （ ）   （ ）  

【教員名】 【   】 【   】 【   】 【   】 【   】 

 

項目 チェック 

自分が所属する専攻の「専攻基礎科目」をいれましたか？  □ 

「他専攻基礎科目」をいれましたか？  □ 

入門ゼミはいれましたか？ □ 

スポーツ実技はいれましたか？ □ 

履修登録制限単位の 24 単位におさまっていますか？ □ 



履修に関する FAQ（よくある質問） 
 

Q 「単位」とは何ですか。 

履修した授業に出席し、一定以上の成績を修めると、その証明として大学から与えられるものです。 

単位は数で表され、学生便覧の科目名の後ろにあるカッコの中の数字が、その科目を合格した際に修得できる単位

数を表します。 

 

Q 何単位分履修登録をしたらいいですか。 

履修登録制限単位数内であれば、履修登録をする単位数は自由ですが、４年間で余裕も持って卒業できるよう、可

能な限り多くの単位を履修することを推奨します。 

 

Q 
全学共通科目ソフィア系（講義系）科目は A と B をセットで履修する必要がありますか。 

また、B を先に履修し、その後 A を履修することは可能ですか。 

全学共通科目ソフィア系科目（自然/人間/社会の探究・新領域）は必ずしもセットで履修する必要はありません。例

えば、春学期に「数学 A」を履修した場合でも、秋学期に「数学 B」を履修しなければならないということはありませ

ん。また、履修する順序にルールはないため、春学期に「数学A」を履修していなくても秋学期に「数学B」を履修する

ことはできます。授業についていけるか心配であれば、履修登録前にシラバスで授業内容を確認してください。 

 

Q A 先生の「倫理学 A」と B 先生の「倫理学 A」を同時に履修できますか。 

同じ名称の科目を同時に履修することはできません。また、一度履修をして合格した科目は、教員が違っても再度

履修することはできません。 

 

Q 抽選とはなんですか。 

一部の科目には定員が設定されており、履修者が定員を上回る場合は抽選を行います。国際学部の学部固有科目

（必修）では「入門ゼミ」がこれにあたります。 抽選に漏れてしまった場合は、他の曜日時限や他クラスで当該科目を

履修登録しなおす必要があります。 

※選択必修科目、選択科目でも一部抽選となる科目があります。 

 

Q 
二次抽選で落選した科目があった場合どうしたらいいですか。 

また、履修が確定した科目を修正して、新しい科目を履修登録することはできますか。 

二次抽選で落選した場合、履修登録修正期間に追加登録を行ってください。 

また、確定した科目についても修正することが可能です。履修登録修正期間で登録した科目は、先着順で、抽選には

なりません。登録できれば確定となります。 

 

Q 履修登録した科目が MaNaBo に反映されません。 

MaNaBo に履修科目が表示されるのは、次のタイミングです。 

・一次申込期間に申請し、当選した科目 → 4/6 の朝６時から反映されます。 

・二次申込期間に申請し、当選した科目  → 4/6 の朝６時から反映されます。 

・履修登録修正期間に追加した科目 → 登録した翌日の朝６時から反映されます。 

 

Q 
今回の履修登録で全学共通科目ソフィア系科目（講義系）は、各科目群から均等に履修しなければいけないで

すか。（例）4 科目履修する場合、自然：1 科目 人間：1 科目 社会：1 科目 新領域：1 科目 

1 年生春学期の履修登録では、必ずしも均等に履修する必要はありません。ただし、各科目群の最低単位数 4 単位

は、早めに修得することが望ましいです。また、各科目群で 4 単位を超えて修得した単位は、全学共通科目の選択単

位およびフロート単位（12 単位）の単位としてカウントされます。 



〔参考〕 

資格課程について 
 

資格課程ごとに履修が可能な学科や申込方法等が掲載されています。資格課程の履修を希望する学生は、あ

らかじめ学生便覧を確認しましょう。 

 

教職課程について  
 

教員免許状を取得できる学科は、言語文化学科です。教職課程履修の申込み手続きの受付は、１年生の３月下

旬に行います。12 月頃に実施される説明会に必ず出席してください。 

また、希望する学生は１年生のうちから教員免許状取得に必要な科目を計画的に履修してください。そのため

に４年間の履修計画を立て、必要に応じて教務センター教職支援係に相談してください。 

提携大学の通信プログラムを利用することで、希望者のみ小学校教諭２種免許状または特別支援学校教諭１種

免許状を取得ができますが、より計画的な履修が必要です。 

 

日本語教師養成課程について 

 

2 年生春学期から日本語教師養成課程を履修することができます。課程登録は１年生の 2・３月頃に実施する

ガイダンスへの参加が必須です。履修を希望する場合は 1 年生のうちから履修可能な選択必修科目を履修し

ておくことをおすすめします。 

※国際学部の各学年の定員は 10 名です。履修希望者が 10 名を超えた場合は、第 2 セメスター終了時の

GPA にて選抜します。 

 

その他 

 

・2 年次から専修に所属します。1 年次 2 月頃に「専修」の希望調査が行われ、所属する専修が決定します。希

望者多数の場合は選考が行われますが、選考にあたって１年次のＧＰＡが重要となりますので、１年次から履修

計画をしっかり立てて取り組みましょう。 

 


